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  6月は父の日のイベントです。２階はお祭りでお馴染みの紐くじ「千本引

き」を行いました。景品が見えているので紐を選ぶ姿は真剣そのもの。み

なさん一喜一憂し非常に盛り上がり、記念の写真も撮影しました。 

  3階はビンゴ大会を行いました。職員が数字を読み上げると目当ての数

字が見つかった利用者様からは「あった！」と大きな声で大喜び。穴がた

くさん増えてく方もいれば、なかなか穴があかない方も。中にはリーチが

3つ揃ってもなかなかビンゴにならない方もいらっしゃいましたが、最後

は全員が無事ビンゴすることができました。ビンゴになった方からプレゼ

ントを選んでもらい、盛り上がったビンゴ大会になりました。 



居宅介護支援事業所だより 

  【介護保険負担割合証について】  

  ◎令和４年８月１日からの介護保険負担割合証が、７月中に各市町村から 

     利用者さんの自宅に届きます 

  ◎利用者さんの収入によって介護サービス利用料金の負担割合が１割～３割に      

     分かれます 

     １割負担（利用者さんの単身世帯で２８０万円未満）  

     ２割負担（利用者さんの単身世帯で２８０万円以上）  

     ３割負担（利用者さんの単身世帯で３４０万円以上）  

      尚、利用者さん世帯に６５歳以上の高齢者が２人以上居る世帯等では 

      判定基準が細かく分かれます 

   ※利用者さんの収入とは、臨時所得（不動産売却等）を含む合計額をもとに 

      計算し判定となります。 毎年、利用者さんの住民票のある市町村が、 

   前年度世帯収入を調査した上で、介護サービスの負担割合を決定します 

 

☆負担割合証が届いたら、担当ケアマネ又はご利用している施設にご提示ください 

介護のことなら何でもご相談ください。（相談無料・秘密厳守） 

三春南東北リハビリテーション・ケアセンター内  南東北三春居宅介護支援事業所 

    相談窓口：℡0247-61-2512（直通） 営業日：月曜日～土曜日、8時30分～17時 

あじさい御膳 入梅メニュー 

6月はいちごと牛乳のゼリーを使った

紫陽花にみたてたデザートをつけて

『あじさい御膳』を提供しました 



 

  6月は梅雨に入り、雨の日も多くなる為「てるてる坊主」を作りました。材料に
は白いガーゼと麻紐を使いました。てるてる坊主のお顔にはアップで撮った利用
者様の顔写真を使いました。まるで白いワンピースを着ているような仕上がりに
なり、赤いリボンを付けるとより一層かわいらしく、利用者様の笑顔が素敵なテ
ルテル坊主が出来上がりました。これなら皆さんの笑顔パワーが鬱々とした雨も
吹き飛ばして晴れにしてくれそうです。 

 6月15日に父の日の写真撮影を行いました。黄色が沢山入った花束を片手に緊
張した様子もありましたが、普段見られない表情も見られていました。また、手
作りぺットボトルけん玉ゲームを行いました。簡単そうでなかなか入らないけん
玉。難しく、苦戦される姿も見られていましたが、沢山の笑いがあり楽しんで
ゲームに参加されていました。 

  6月は「水辺の風景の瓶詰め」と称して、不思議な置物を作りました。まず瓶に
消臭ビーズを入れ、飾りたいものを消臭ビーズに埋めます。そこに水を入れると
あら不思議。瓶の中に浮いた状態の置物が出来上がりました。みなさん初めて作
るので、職員の話を聞きながらの作業となりました。「これが、どうなるの？」
「うわー不思議。手品みたい！」と思わず笑顔。どれも素敵に出来上がり、廊下
に飾りました。目で涼しさを感じるちょっと早い夏気分です。 



一般財団法人脳神経疾患研究所 
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     【ダイヤルイン番号】 （通所ﾘﾊﾋﾞﾘと相談室は8:30～17:00）      

      通所ﾘﾊﾋﾞﾘ：0247-61-5200  相 談 室：0247-61-5201 

      2階ｽﾃｰｼｮﾝ：0247-61-5203  3階ｽﾃｰｼｮﾝ：0247-61-5204 

             南東北居宅介護支援事業所：0247-61-2512      

                   

  6月23日に満100歳を迎えられた鈴木フミ様です。今年当施設4人目となる百寿のお祝いを行

いました。お祝いの際には、当施設から白ダルマ、郡山市より賞状や記念品が届けられ、施設

長より贈呈されました。ご家族さまからもアルバムやお顔よりも大きなタイの形をした落雁が届けら

れ素敵な百寿のお祝いとなりました。他の利用者さまからもお祝いの言葉をかけられたり、百歳

パワーにあやかろうと握手を求められたりと引っ張りだこでした。お祝いの後にはおやつに大きなタ

イの落雁も食べました。中にはあんこが入っており「甘くておいしっかった」と話されていました。これ

からもおいしい物たくさん食べて長生きしてください！100歳おめでとうございます！！ 


